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め

る

こ

と
に

妨
げ
が

な
か
っ

た

こ

と
、

 
活
動
の

初

期
の

段
階
で

管
区
長

館
と

活
動
拠
点
が

同
じ

場
所
で

あ
っ

た
た
め

、

プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
の

立

案
か

ら

実
践
に

至
る

ま
で

の

プ
ロ

セ

ス

に

時

間
を

要
し

な
か
っ

た
こ

と
、

 
活

動
を

行
う
修
道
女
が
管

区
の

責
任
者
で

あ
る

管

区
長
を

含
め
て

少
人

数
で

あ
っ

た
た
め、

日
頃
か
ら
円

滑
な
意
思
疎
通
が

図
ら
れ、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

始
動
後
で

も
柔
軟
な
修
正
が
可
能
だ

っ

た
こ

と、

 
SDS

の

修
道
女
の

多
く
が

看
護
師
資
格
を

有
し
て

お
り
医
学
的
な
知
識
・

素
養
が
あ
っ

た
こ

と
、

 
SDS

の

施
療
院
と

助
産
院
で

の

活
動
を
通
じ
て

修
道
女
と
村
入

の

間
に

信
頼
関
係
が

既
に

醸
成
さ
れ

て

い

た

こ

と
。

　
SDS

イ

ン

ド
管
区
に

よ

る

ナ
ー

ッ

ト

ゥ

・

マ

ル

ン

ド

ゥ

の

プ

ロ

ジ
ェ

ク

ト

は
、

カ

ト
リ
ッ

ク

教
会
の

慈
善
の

精
神
の

発
露
と

し
て
、

地
域
医
療

の

実
践
を

現
地
社
会
の

諸
事
情
と

修
道
会
側
の

諸
条
件
が

合
致
す
る

形
で

実

現
し
た
も
の

で
、

宗
教

組
織
に

よ
る

福
祉
事
業
の

成
功
例
と

言
う
こ

と

が
で

き
る

。

「

九
二

〇
1
四

〇
年
代
「
精
神
療
法
」

の

な
か

の

臼
井
式
霊

気
療

法

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

平
野

　
直
子

　

本
報
告
で

は
、

手
当
て

療
法
「

レ

イ
キ
」

の

生
ま
れ
た
コ

ン

テ

ク

ス

ト

を
、

同
時
代
の

療
法
　
　
特
に
「

精
神
療
法
」

と

呼
ば

れ
る、

一

九
二

〇

年
代
か

ら
四
〇

年
代
の

日
本
に
特
有
の
一

群
の

代
替
療
法

　
　
と

の

関
係

に

焦
点
を
当
て

て

描
き
出
す
こ

と

を

目
的
と

す
る

。

　
レ

イ
キ

は
一

九
八

〇

年
代、

ニ

ュ

ー

エ

イ

ジ

文
化
の

中
で

ヒ

ー

リ
ン

グ

技
法
の

ひ

と
つ

と
し

て

流
行
し
、

体
験
者
は

世
界
で

百
万
人
を

超
え

る
と

も

言
わ
れ

る
。

身
体
に

手
を

当
て

、

そ
こ

か

ら
「

宇
宙
の

エ

ネ
ル

ギ

ー
」

を
流

す
こ

と
で
、

心

身
の

健
康
維
持
や

自
己
啓
発
な
ど
に

効
果
が

あ
る

と

い

わ
れ
て

い

る
。

　
レ

イ
キ
の

世
界
的
な
流
行
は

欧
米
か

ら

始
ま
っ

た
が
、

そ
の

最

初
の

ル

！

ツ

は
一

九
二

二

年、

東
京
で

臼
井
甕
男
に

よ
っ

て

考
案
さ
れ
た
「

霊

気

療

法
」

に

さ
か
の

ぼ

る
。

臼
井
は

霊

気
療
法
を

、

断
食

な
ど
の

求
道
と

修

行
の

結
果
得
ら
れ
た
「

独

創
」

だ
と

語
っ

て

お
り、

臼

井
の

鞍
馬
山
に
お

け
る
「

霊
気
療
法
」

感
得
の

物

語
は、

実
践
者
た
ち
に

と
っ

て

レ

イ
キ

の

リ
ア

リ
テ

ィ

を
支
え
る

強

固
な

柱
の

役
割
を
果
た
す

。

　
し
か

し
、

一

九
二

八

年
に

臼
井
の

「

霊

気
療
法
」

に

接
し
た

心
理

学

者
・

小

熊
虎
之
助
は

、

『

サ
ン

デ
i
毎
日

」

に

寄
せ

た

記

事
の

中
で

、

そ

れ

を

「

精
神
療
法
」

の
一

種
だ
と
見
な
し
て

い

る
。

こ

の

場

合
の

「

精
神

療
法
」

と
は
、

吉
永
進
］

ら
の

近

年
の

研
究
（
「

精

神
の

力

　
　
民
間

精

神
療
法
の

思

想
」

『

人

体
科
学
』

十
六
（
一
）

、

二

〇
〇

七
、

九

−
二
】

ほ

か
）

が

明
ら

か
に

し
て

い

る

よ

う
に
、

大
正

か

ら

昭
和
戦
前
期
に

か

け
て

叢
生
し
た

、

健
康
維
持
や
病
気
治
療
に

関
す
る

独
特
の

理
論
や

方
法
で

あ

る
。

そ
れ

ら
は

催
眠
術

、

神
智
学
や
ニ

ュ

ー

ソ

ー

ト

と
い

っ

た

欧

米
由
来

の

思
想
を
ベ

ー

ス

に
、

東
洋
の

身
体
技
法
か

ら

当
時
最
新
の

生

理

学
や

心

理

学
ま
で

の

知

識
を

、

多
彩
な

療
法
家
ら

が

そ
れ
ぞ

れ

独
自
の

治

療
と
健

康

法
の

体
系
に

編
成
し

た
も
の

で

あ
っ

た
。

　
当
時
の

新
聞

記
事
を

見
て

い

く
と

、

医
師
以

外
が

提
供
す
る

あ
る

程
度

体

系
だ
っ

た

治
療
・

健

康
法
で
、

「

心
理
」

「

精
神
」

「

霊
」

な
ど
を

操
作

す
る

技
法
を
用
い

る
も
の

に

対
し、

「

精
神
療

法
」

と
い

う
言
葉
が

使
わ

れ
て

い

る

こ

と
が

確
認
で

き
る
。

し
か

し、

小

熊
が
「

霊
気
療
法
」

を

「

精
神
療
法
」

の
一

つ

と

見
な
し
た
の

は
、

単
に

そ

う
し
た

外
形
的
な

類

似
点
の

た
め

だ

け
と

は
言
え
な
い

だ
ろ

う
。

臼
井
の

「

霊
気
療
法
」

の

論

理
や

用
語
法、

方
法
な
ど

の

中

核
的
な
部
分
に、

他
の

「

精
神
療
法
」

と
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強
く
響
き
あ
う
部
分
が
見
つ

か
る

か

ら

で

あ
る

。

　
た

と

え
ば

「

霊
気
療
法
」

に

は、

「

五

戒
」

と

呼
ば
れ
る

日
々

の

心
の

持

ち
方
を

教
え
る

詩
句
が
存
在
す
る

。

現
在
の

レ

イ
キ
実
践
者
に

も
大
切
に

唱
え
ら

れ
て

い

る
も
の

だ

が
、

こ

れ
に

非
常
に

よ

く
似
た
句
が、

」

九
一

四
年
に

発
行
さ
れ
た

鈴
木
美
山

『

健
全
の

原
理
』

に

収

録
さ
れ

て

い

る
。

『

健
全
の

原
理
』

は
、

鈴
木
が

唱
導
し

て

い

た

典
型
的
な
「

精
神
療
法
」

の

一

つ
、

「

健
全

哲
学
」

に

つ

い

て

の

書
物
で
、

同
書
の

壮
大
な
「

哲
学
」

の

体

系
に

よ
り

精
神
を
正
し

く
保
つ

こ

と
で

、

身
体
を

「

人
間

本
来
の

健
全

な
状
態
」

と

す
る

と
い

う
、

メ

ア

リ

ー
・

べ

ー

カ

ー
・

エ

デ

ィ

（
ク

リ

ス

チ
ャ

ン
・

サ
イ
エ

ン

ス
）

の

影
響
を

受
け
た

論
理
が

展
開
さ

れ

て

い

る
。

　

ま
た
、

「

霊
気
療
法
」

が
想

定
し

て

い

る
、

宇
宙
に

充
満
し

心

身
を
癒

す
「

エ

ネ
ル

ギ

ー
」

と

い

う
存
在
は

、

「

精

神
療
法
」

に

広
く
見
ら
れ
る

も
の

で

あ
る
。

た

と

え
ば

高
木
秀
輔
が
一

九
二

五

年
に

発
表
し
た

「

人

体

ア

ウ

ラ

霊

気
術
」

は
、

「

プ
ラ

ナ
」

や
「

ア

ウ

ラ
」

と

も
言
わ

れ
る

宇
宙

に

満
ち

る
「

精
気
」

を

補
う
こ

と

で

健
康
を
取
り
戻
そ
う
と

す
る

療
法
で

あ
っ

た
。

高
木
も
同
書
の

中
で

「

五

戒
」

と

類
似
す
る
句
を
使
用
し
て

お

り、

臼
井
の

「

霊
気
療
法
」

と

何
ら
か
の

関
係
が
あ
る
か、

同
じ
情
報
源

を

参
照
し
て
い

た
こ

と

が
推

察
さ
れ
る

。

　

こ

の

よ
う
に

、

レ

イ
キ

は
臼
井
の

「

独
創
」

と

い

う
よ
り
は、

同
時
代

の

「

精

神
療

法
」

の

コ

ン

テ

ク

ス

ト
に

深
く
根
ざ
し
た

存
在
で

あ
っ

た
。

「

精
神

療
法
」

の

時
代
に

生

ま
れ
て

現
在
も

実
践
さ
れ
て

い

る

代
替
療
法

は

他
に

も

多
く

、

今
後
そ

れ

ら
の

関

係
は
さ

ら
に

調

査
・

考
察
さ
れ
る
べ

き
だ
ろ

う
。

サ
イ
コ

ロ

ジ
カ

ル
・

フ
ァ

ー

ス

ト

エ

イ

ド
に

お
け

る

宗
教
の

役

割

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

井
上
ウ
ィ

マ

ラ

　

災
害

後
の

復

興
段
階
と

し
て

は
、

一
、

救
急
救
命
期
（

生
存
の

可

能
性

の

あ
る

人
の

救
命
活
動
が

中
心
と

な

り
、

最

初
の

七
二

時
間
が
鍵
と

な

る
。

軍
隊
的
な

指
揮
系
統
が
重

要
な

役
割
を

果
た

す）
、

二
、

被
災

者
支

援

期
（
食
料

、

水
、

医
療
サ
ー
ビ

ス

な
ど
の

救
援
活
動
が

中
心
と
な

り
、

社

会
福
祉
協
議

会
に

よ
り
避
難

所
や

ボ
ラ

ン

テ

ィ

ア

セ

ン

タ

ー

な
ど
が

設

立

さ
れ

る
）
、

三
、

生

活
復
興
期
（
瓦

礫
の

片
付
け

、

仮

設
住
宅
の

設
営、

臨
時
生

活
生

産
設
備
の

設

営
な
ど

が

中

心
と

な
り、

宗
教
色
を

帯
び

た

支

援
活
動
は

締
め

出
さ

れ

始
め

る）
、

四、

生

活
再
建

期
（
日
常
生
活

や
地

域
コ

ミ
ュ

ニ

テ

ィ

の

再
建
が

中
心
と
な

り、

心
の

ケ

ア

の

重
要
性
が

増
し

て

ゆ
く）

に
分
け
ら
れ

る
。

こ

う
し
た

諸
段
階
の

中
で

、

発

災
直
後
に

災

害
現
場
に

入
っ

て

被
災
者
を

支
援
す
る

人
々

の

た
め

に

作
ら
れ

た
サ

イ
コ

ロ

ジ
カ

ル
・

フ

ァ

ー

ス

ト
エ

イ

ド
（
以

下
PFA

と
略

称）

の

存
在
が
注

目
さ
れ

始
め
た

。

　

PFA

は、

ア

メ

リ
カ

国
立

子
ど

も
ト
ラ

ウ

マ

テ

ィ

ッ

ク

ス

ト
レ

ス
・

ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク

と

ア

メ

リ
カ

国
立
PTSD

セ

ン

タ

ー

に

よ

っ

て

作
ら

れ、

兵

庫
県
こ

こ

ろ

の

ケ
ア

セ

ン

タ
ー

が
二

〇

〇

六
年
の

改
訂
版
を
翻
訳

し
て

ホ

ー

ム

ペ

ー
ジ

に

掲
載
し
て

い

た
。

そ
れ

が
、

今
回
の

震
災
を

機
に

二

〇
一
一

年
七
月
に

医
学
書
院
か
ら

『

災
害
時
の

こ

こ

ろ

の

ケ
ア
冖

サ

イ

コ

ロ

ジ
カ

ル
・

フ

ァ

ー

ス

ト
エ

イ
ド

　
実
施
の

手
引
き

』

と

し
て

出
版
さ

れ
た

。

　

PFA

は
、

災
害
や

テ
ロ

な
ど
の

ト
ラ

ウ
マ

的
出
来
事
に

よ

っ

て

引
き

起
こ

さ

れ
る

初
期
の

苦
痛
を
軽

減
し

、

短
期
・

長
期
的
な
適
応
機
能
と

対

処
行
動
を
促
進
す
る

こ

と
を
目

的
と

し
て

い

る
。

そ
の

原
理
と

手
法
は

次

372（1094）
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